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競争的配分経費Ⅱ

「技」を媒体とした学びに熱中する子どもの育成プログラム

ー 地域連携型体験学習の導入とその効果の評価方法開発による教員養成改革 ―

プロジェクト代表者 松永泰弘

近年、学校現場を取り巻く問題が深亥」化するなか、教員の質的向上を目的とする教育改

革はわが国の緊急課題となり、なかでも、子どもへの基礎的・基本的な知識と技能の定着

には、魅力的で斬新な教材開発力と十分な授業力を身につける教育プログラムが必要とさ

れています。教育改革の基本姿勢として、本学と学校、地域、家庭とが連携し、教員養成

学部の特性を活かした社会的貢献と調査研究結果を還元することが必要かつ不可欠です。

昨年、申請した特別教育研究経費プロジェクト『「技」を媒体とした学びに熱中する子ど

もの育成プログラムー地域連携型体験学習の導入とその効果の評価方法開発による教員養成改革―』

は、教育学部長をリーダーに関係教科の教員有志で結成された「技プロジェクトチームJ

(略称 :技プロ)力 中`心となり、平成 18年度から2年間の実施計画で動き出します。

今回の競争的配分経費Ⅱによるプログラムは、来年度からのプロジェクトの前倒しで実

施され、教員の個人的な努力や工夫による先行的な取組み、核となる技プロメンバーの掘

り起こしを行い、プロジェクトのスター トダッシュを成功させるための事業です。

本事業では、子どもたちの学習意欲や生きる力を伸ばす力量ある教員養成をめざして、

地域の学校や公共施設等と連携しつつ、横断的・循環的視点を考慮した教材や身体を使つ

た技の発見・習得を軸とするプログラムの導入、およびそれらの効果の評価方法開発に向

けた調査研究を行います。その中で、子どもたちの学びへの熱中を誘い、勇気や忍耐力、

感性を高める力量を備えた教員養成プログラムを開発することを目的とします。

そのための目標として、実践的・体験的な活動による学習成果を適正に評価するための

指標を提示しつつ、教員養成課程の学生が主体的に以下の内容で取り組みます。

① 教科を横断し成果を循環させる視点を考慮し、子どもたちの感興をそそる「技」を活
かした教材開発力を身につける。

②  「技」の魅力を十分に伝えられる授業力を身につける。
③ ①、②の力を鍛錬するために、地域との協同による参加型体験学習の企画・運営を実
施する。

本報告書では、技術教育講座 7名 、音楽教育講座 8名 、美術教育講座 1名、幼児教育講

座 1名 の技プロ参加者が、「技を媒介とした学びに熱中する子どもの育成プログラム」のテ

ーマでそれぞれの立場で実践されてきた内容が報告されています。また、今回のプロジェ

クトの中でも、学校現場で行われた実践は連携協力校プロジェクトとも深く関係する実践

になっております。今後、本報告書を基に来年度につながる検討を行いながら、プロジェ

クトの成功のために新たな参加者を募っていく次第です。よろしくお願いいたします。
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最後に、本プロジェク トの申請に援助いただいた方々、プロジェク トに参加 して
いただ

いたメンバー、暖かくご理解いただいた教職員の皆様に深く感謝申し上げます。
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